


２．設計洪水流量の算定 計算結果

A項，B項，C項流量一覧表

最大の「 の値」を採用する。

1.2倍し設計洪水流量とする。

Q0＝Qp×1.2＝ × ＝ m
3
/s

1.250

C項 流量② 74.520 1.490

洪水比流量研究グループ式C項 流量①-ｂ -

既往最大流量

B項 流量 - 0.280現況流下能力

C項 流量①-ａ - 0.850クリーガー曲線式

1.490 1.2 1.790

Ｃ項流量②

設計洪水流量

流量 66.720

区分 γe(mm/h)

1.330A項

算定区分

年確率降雨強度200

4. Ｂ項流量の算定

本ため池では，現況洪水吐きの流下能力によりＢ項流量とする。

現況洪水吐きの流下能力は側水路式（堰あり）による。

「ため池整備：P.52」より越流堰式および側水路式（堰あり）から求める。

・Hd3/2

Qd： 設計洪水流量(m3/s)
B： （ m）

Cd： （ m）

Hd： 設計水頭 （速度水頭含む越流総水頭） （ m）

× × (m3/s)Qd＝ 2.1 0.82 0.3

設計洪水時の流入係数 0.820

0.300

3/2＝ 0.28

Qd＝B・Cd

堰の有効幅(m) 2.100

B＝
Qd

Cd ・Hd3/2

（降雨継続時間－降雨強度表） （有効降雨強度－洪水到達時間表）

minとし，re＝ mm/hとする。

Qp： 洪水ピーク流量(m3/s)
re： 洪水到達時間内の平均有効降雨強度(mm/h)

A： 流域面積(km2)

(m3/s)
3.6

× 0.072 ＝ 1.33Qp＝
1

× 66.7

Qp＝
1

・re・A
3.6

次図から，洪水到達時間をtp＝ 37.4 66.7

tp

72.6

t(min) re=fp・r

10 92.7 74.2 10

r=I 200

57.0

30 85.7 68.6 30 49.4

20 89.1 71.3

44.7

50 79.7 63.8 50 41.3

40 82.6 66.1

38.8

70 74.5 59.6 70 36.7

60 77.0 61.6

35.1

90 69.9 55.9 90 33.7

80 72.1 57.7

32.4

110 65.8 52.6 110 31.4

100 67.8 54.2

30.4120 64.0 51.2 120
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件名：

１．設計洪水流量の算定 設計条件

１）設計洪水流量算定方法　検討の有無

２）Ａ項流量・Ｃ項流量　共通 確率降雨強度式　条件

：

：

３）角屋・福島による洪水到達時間推定　諸条件　

４）Ｂ項流量　諸条件　

５）地域係数

６）Ｃ項流量②　諸条件　

既往観測時間：

Ｃ項流量①－ｂ 北海道

１０分・６０分

項目

15

R
60
Minmax

R
10
Minmax

記号

係数

Ｃ項流量①－ａ 北海道 17

算定方法 地域

ｍ

設計洪水時の流量係数 Ｃd 0.820

22675.260

234.480

0.000

-0.8

○

○

確率年 200

タルボット型

値項目

検討の有無

○

○

○

Ａ項流量

算定方法

ａ
ｂ

Ｃ項流量①-ａ

Ｂ項流量

Ｃ項流量①-ｂ

Ｃ項流量②

確率降雨強度式:

ｃ

土地利用係数 Ｃ

項目 記号

分

１時間降雨強度(mm/hr)

降雨強度式から算出される降雨強度の単位

単位

降雨強度式内 t の取り扱い単位 

備考

-

0.072 k㎡

290

値

ﾋﾟｰｸ流出係数

項目 記号 値

側水路式（堰あり）

備考単位

fp

2.100 ｍ

ｍ

既往最大10分間雨量 21.900 mm

備考

観測既往最大時間雨量 73.300

現況の洪水吐流下能力：

設計水頭（速度水頭含む越流総水頭）

mm

流域面積 Ａ

Ｈd

堰の有効幅 Ｂ

0.300

値 単位

・設計条件書類 ・Ａ項計算書

・Ｃ項計算書 ・Ｂ項計算書

・結果一覧表

水理計算ソフト 　　　　　設計洪水流量の算定　書類出力例( ｴｸｾﾙﾌｧｲﾙ)｢　　　｣

6. Ｃ項流量①-bの算定

合理式と洪水到達時間とＤＡ（降雨-面積）関係、ＤＤ（降雨強度-継続時間曲線）関係式より

洪水比流量包絡曲線の関数式を表し、実測資料で検証した式により求める。

ｑ ＝ Ｋ・Ａ-0.06exp(－0.04Ａ0.45)
＝ × （ ） × exp(-0.04× ）

＝

Ｑ ＝ ｑ・Ａ

＝ ×

＝

Ｑ： 設計洪水流量(m3/s)
ｑ： 地域別既往最大洪水比流量（m3・(s)-1・(km2)-1）
Ａ： 流域面積(km2)
Ｋ： 地域係数

参考：洪水比流量研究グループ式の地域係数Ｋ値

①

②

③

④

⑤

⑧

⑦

⑨

15.00

1.25

地域

北陸

中部

近畿

17.35

17.35

⑥

北海道 15

東北 26

関東

福島 20

長野

28

49

山陰

瀬戸内特別域 40

四国南部

九州・沖縄

瀬戸内

紀伊南部

26

0.072 0.45

32

-0.06

地域係数Ｋ

0.072

20

0.072

(m3/s)
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